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わたしのなまえは「つむぎ」ちゃん。

むかしつむぎのむらはかごしまのおおしまつむぎとおんなじおかいこさまのきいとをつかってお

りものをおっていたの。

むらのおおくのおうちは２かいにおかいこさまのおうちがあって、とーってもあたたかったの。

でもね、ときどきおかいこさまがおこってかじをおこすんだ。

よなかにしゃりしゃりもぐもぐくわのはをたべてるおかいこさまがおこっちゃうの。

なぜだかわからないけど、むらのひとたちはみんなこわがってた。

かじになるとたいへんなんだよ。

おとなからこどもまで、みんなでおみずをはこんでかけるの。

でもね、かけてもかけてもかじはきえないの。

そのうちにね、かぞくみんなでたのしくくらしていたおうちがなくなっちゃうの。

おはなをつーんとつくわらぶきやねをこがしたにおい。

みんなおおきなこえをだしてわんわんなくの。

おとうさんはただたちつくし、おかあさんはひざをおりまげつちのうえでてをつきなきつくす。

むらのひともたすけにきてくれるけど、だれにもたすけることはできないの。

かじってね、いちどもえあがるとみずなんてぜんぜんきにならないの。

だからね、かじってとーってもおそろしいことなの。

みんなのおうちがなくなっちゃうと、おとうさんもおかあさんも、はたらいてもはたらいても、

あたらしいおうちをつくるのにおいつかないの。

むらのひとのねがいはかじがおこらないこと。

つむぎのじぃじぃはせいねんのころ、だいくさんになりました。

なんねんもなんねんもしたづみをつんで、やっといちにんまえのだいくさんになったの。

じぃじぃのゆめはひゃくねんもなんびゃくねんもながもちするおうちをつくること。

かじにならないがんじょうなおうちをつくるの。

こわいこわいほのおもつかないりっぱなもくざいをつかっておうちをつくるの。

じぃじぃがりっぱなだいくさんになったから、おうちはもえずにすんだんだ。


